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講座を終えてのおもな感想 
〇 アイヌの人のことが分かった。これまで無関心で生きてきた。 

〇 異文化や違いを認め合うこと。今なお排除の動きがあること。 

さまざまな人権侵害があることを改めて知ることができました。 

〇 古来から蝦夷、隼人、出雲の人々を同化させるため、日本民族は 

単一民族であるとの教育、政策が行われてきたことが、人種差別の考え方につながるのではないか。 

〇 あまり関心はなかったけど、ＤＶＤを視聴して今も差別があることに衝撃を受けました。まだ解決して

いないのだと改めて思いました。参加できてよかったです。 

〇 日本人とアイヌ民族との関わりの中で、どのように後世に

伝え、残すべきかが問われていた。多種多様な民族が共生でき

る社会の構築が重要だと思う。 

〇 アイヌの差別や偏見がすごくあったことを知り、アイヌ人

の団結についてこの講座で詳しく知ることができました。 

〇1期生…1/27 

○２期生…1/29・2/21・(3/21) 

○4期生…(3/26) 〇5期生…2/19 

○6期生…1/27・(3/19) ○7期生…(3/18) 

※（ ）内は予定 

 

各地から気の早い花の便りが届くころとなりました。 

さて、2 月 2５日に行われました第５回OB 会講座では、３２名の 

皆様に参加していただきました。「アイヌの人々への差別をなくそう」 

という初めてのテーマへの関心の高さがうかがえます。これまでほと 

んど取り上げられることがなかったお話を、人権ふれあいセンター館 

長がわかりやすく解説してくれました。アイヌの人々だけではなく、 

                 様々な民族の人々との共生に向 

けて、異文化を尊重し、互いを 

認め合うことの大切さを学ぶこ 

とができました。この問題にこ 

れまであまり関心がなかったカレッジ OB 

も、「人権」について視野を広げるきっかけ 

になりました。 

 令和 6 年度の講座が盛況のうちに終わり 

ました。7 年度も新しい学びがある企画を 

用意します。ご参加をお待ちします。 

６期生…消費者トラブル最前線 

５期生…新年会 

１期生…新年会 

たくさん活動していただきました。来年度も無理なく頑張りましょう。 
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２期生…絵合わせパズル作り 

２期生…羽根っ子ゲーム 


